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• ミトコンドリア（ｍｔ）ＤＮＡ法
• コメットアッセイ法
• 炭化水素法（ＨＣ法）
• シクロブタノン法（ＣＢ法）



ｍｔＤＮＡ法（１）

• ミトコンドリア分画のスーパーコイルｍｔＤＮＡと放射
線照射により生じる開環状ｍｔＤＮＡをゲル電気泳
動によって区別できることを利用する方法

放射線照射

スーパーコイルｍｔＤＮＡ 開環状ｍｔＤＮＡ



ｍｔＤＮＡ法（２）

• ＰＣＲ法
– 試料から得たミトコンドリア分画に対し、１０００
塩基毎のプライマーを設定してＰＣＲ法により
各断片を増幅し、ｍｔＤＮＡの損傷を検出する。

– 牛肉の検知法として利用可能

• 制限酵素法
– 試料から得たミトコンドリア分画を制限酵素処
理し、バンドパターンを観測する。

– 肝臓の検知法として利用可能



コメットアッセイ法（１）

• 放射線照射により断
片化した細胞核中の
ＤＮＡを電気泳動し、
その泳動像の形状を
利用する方法

未照射食品の泳動像 照射食品の泳動像

断片化された
ＤＮＡ部分



コメットアッセイ法（２）

• 放射線照射した試料（肝臓）から肝細胞を
単離し、これを電気泳動して、核の泳動像
を観測する。

– 放射線照射量に依存して、断片化したＤＮＡが
核外に流れ出すことを確認。

– ４ｋＧｙ以上の照射線量では、ＤＮＡの断片化
が強いため、コメットは観測できない。



炭化水素法（ＨＣ法）
シクロブタノン法（ＣＢ法）（１）

• 放射線照射によって分解した脂肪酸から生じる
炭化水素、シクロブタノンを検出する方法
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ＨＣ法、ＣＢ法（２）

• 試料に放射線照射し、ＨＣ，ＣＢを抽出し、
ＧＣ－ＭＳによりそれぞれを測定。

– ＨＣはいずれの食品からも検出され、ＨＣ法は
脂肪を多く含む食品に応用可能である。

– ＣＢは、生成量と検出感度の関係から、再現
性をさらに検討する必要がある。



まとめ

脂肪酸分析中のHC混
入の可能性あり

測定物質の分布
が比較的広い

HC法

脂肪酸測定物質の量が
少なく、検出困難

測定物質の分布
が比較的広い

CB法

細胞感度が低い、高
線量照射では検
出不可

低線量照射で検
出可

コメットアッ
セイ法

mtDNAサンプルのミトコ
ンドリア量に依存
する

ミトコンドリアの多
い試料ならば検
出が容易

mtDNA法
検出対象デメリットメリット


